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中国現地インターンシップ報告書によせて
愛知大学学長　武田信照

現代中国学部の第 2回中国現地インターンシップが、2006年 2月 25日から 3月 11日の 2週間にわたっ
て実施された。今回は 2・3年生 13名がこれに参加し、独資・合資の違いはあるが、いずれも日系の 7

現地企業に分属して研修を行った。1名が病気で途中帰国したものの、他の 12名は無事研修を修了す
ることができた。このことを喜ぶとともに、何かと負担の多いインターンシップの受け入れにご協力い
ただいた 7社に何よりもまずお礼を申し上げたい。
この研修の経験を記した報告を読めば、現場で中国の人々と働くことによって、単なる就業体験に止

まらない職場における異文化体験から、多くを学ぼうとしていることが分かる。学生が大学の外に出て、
企業や自治体の現場で職業体験をするインターンシップは、教育効果の面での評価も定着し、大学教育
の一環としての位置づけを獲得しつつある。現代中国学部のインターンシップの特色は、それを中国現
地企業で実施する点にある。同学部は現地重視を学部教育の軸心に置いていて、すでに「中国現地プロ
グラム」と「中国現地研究実習」は学部開設以来の柱となっているが、無事 2回実施されたこの「中国
現地インターンシップ」が定着すれば、同学部の教育の特色は一層深みを増すことになろう。亜細亜大
学でも、学生を選抜して 2年秋学期に大連に留学させ、中国語の学習と現地日系企業でのインターンシッ
プを組み合わせた「アジア夢カレッジ」のプログラムを始めた。この種の試みは、今後も増加するもの
と思われる。現地主義の先陣をきった同学部の現地インターンシップの一層の発展を期待したい。
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